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• 画像・映像情報の利活用の状況を、先進的な活用事例等の整理・
検討を通じて体系的に整理し、新たな技術に基づく適切な利活用
のあり方を検討

• 現場でICTの活用が進展する中、画像・映像情報の利活用技術は、
360°カメラの開発やドローンによる撮影、AIによる画像分析、
xR(AR/VR/MR)技術を含め、多様な利活用を可能とする方向で
発展しつつあり、新現場力として生産性向上に寄与することが期
待

• 一方で、土木分野における画像・映像情報は、これまで記録や
「目視と同等」の活用が中心であり、未だ、画像・映像情報の利
活用に関する体系的な検討が十分なされておらず、利活用の普及
に向けて環境が整っていない

画像・映像情報の利活用の現状
ＩＣＴを活用した画像・映像情報の利活用のあり方に関する提言(概要版)
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画像・映像情報の利活用の体系
ＩＣＴを活用した画像・映像情報の利活用のあり方に関する提言(概要版)

• 画像・映像情報の利活用の体系について、以下の2つの観
点から画像・映像情報の適切な利活用のあり方を考える
べきことを提示

 画像・映像情報の基本的な構造の明確化

 画像・映像情報の利活用の基本的な構造の明確化
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• 画像・映像情報の基本的な構造は、撮影・可視化対象事
項、撮影・可視化条件、属性情報の3つから構成される
ことを提示

画像・映像情報の基本的な構造の明確化
ＩＣＴを活用した画像・映像情報の利活用のあり方に関する提言(概要版)

撮影・可視化対象事項 撮影・可視化条件 対象の属性情報



撮影・可視化対象事項
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1) 実物空間や仮想空間の像
実物空間や仮想空間の像を、画像・映
像情報として利活用する場合の区分

①位置
②形状
③文字・記号・模様
④明るさ
⑤色

2) 数値化、処理を通じて可視化された「状態」
状態として表されるものを、数値化・処理を行
い可視化し、利活用する場合の区分

⑥音
⑦温度
⑧速度
⑨濃度

 事象の認識：事象やモノを認識・把握すること
 変化の把握：事象やモノの変化を把握すること
 違いの判別：二つ以上の事象やモノを比較して、差異を把握すること

• さらに撮影・可視化対象事項は、「事象の認識」、「変化の把握」、「違いの
判別」で活用目的が区分される

• 撮影・可視化対象事項は、「実物空間や仮想空間の像」と「状態」に分類され
る

画像・映像情報の基本的な構造の明確化
ＩＣＴを活用した画像・映像情報の利活用のあり方に関する提言(概要版)
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• 画像・映像情報は、これまで撮影・可視化対象事項及び撮
影・可視化条件を中心に活用されてきたが、対象物について
の属性情報を組み合わせることによって、高度化された分析
方法等により、評価・判定につながることを提示

画像・映像情報の基本的な構造の明確化
ＩＣＴを活用した画像・映像情報の利活用のあり方に関する提言(概要版)
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• 利活用に関する基本的な構造に関しては、知識マネジメントにお
ける階層構造を参考にData、Informationとしての活用から、
AI技術等を用いて、評価・判定のためのIntelligenceとしての高
度な活用へ変えていくことの重要性を提示

• その際に、画像・映像情報のマネジメントを行うことにより、
Decisionの高度化が可能

画像・映像情報の利活用の基本的な構造の明確化
ＩＣＴを活用した画像・映像情報の利活用のあり方に関する提言(概要版)

用語 概要

Data 対象物・対象現場の状態（素材）。プリントされた写真のほか、フィルムやデジタルデータを画面等に表示したもの。

Information 図表やグラフ等により、構造や体系を与えて整理されたもので、評価が含まれない、事実を示したもの。

Intelligence 内容の分析等により、評価・判定を加えたもの。

画像・映像情報のマネジメントによ
る意思決定

情報を洗練させて活用しつつ、
PDCAを回す流れ

災害時の迅速な
対応決定など

Intelligence

Information

Data

Decision
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• 画像・映像情報の利活用技術について、画像・映像情報の基本的な
構造の観点からユースケースを分析することにより、利活用技術の
特徴や適性、傾向を明らかにした

 利活用技術として、対象としているのは「位置」「形状」が多く、特
に「事象の認識」「変化の把握」が多い

画像・映像情報の利活用技術の傾向と標準化に向けて
ＩＣＴを活用した画像・映像情報の利活用のあり方に関する提言(概要版)

事象の認識 変化の把握 違いの判別

実
物
空
間
や
仮
想
空
間
の
像

①位置
【事例数5５件】例：舗装面のひび割れの位
置を把握し、地図上に表示

【事例数54件】例：工事現場での重機や作業員を
AIで判別して軌跡（変化）を把握

【事例数８件】例：設計工程で作成した3D CADと製造後の
実物を、ARで重畳して位置のズレを確認

②形状
【事例数84件】例：画像からひび割れの形
状を把握

【事例数62件】例：ひび割れの変化を把握 【事例数15件】例：設計工程で作成した3D CADと製造後
の実物を、ARで重畳して形状の違いを確認

③文字・記
号・模様

【事例数7件】例：画像から計測機器の目盛
等を把握

【事例数１件】例：画像・映像を用いた交通量調査
において、ナンバープレートを読み、車両を認識(重
複カウント防止)

【事例数0件】

④明るさ
【事例数４件】例：ロボットが、照明設備
の照度を自動測定

【事例数３件】例：交通量調査において、車両通過
時の輝度値の変化の差分から移動体を認識

【事例数１件】例：コンクリート構造物の打継面の輝度分布
から、状態の良否を判定

⑤色
【事例数２件】例：錆の色から建造物の腐
食具合を把握

【事例数６件】例：道路区画線（白線）の塗装の剥
離状況の変化を把握

【事例数２件】例：自動車積載カメラにより信号機を撮影し、
点灯色を判定して自動運転に活用

状
態

⑥音
【事例数２件】例：工事の騒音を可視化し
て、騒音の分布を把握

【事例数３件】例：防音設備の設置による音の変化
をシミュレーション

【事例数１件】例：トンネル点検などで、打音の違いを可視
化し、異常箇所を判定

⑦温度
【事例数３件】例：人工衛星の赤外線画像
からヒートアイランドを把握

【事例数５件】例：火山監視カメラの赤外線画像を
常時監視し、噴火事象を検知

【事例数１件】例：赤外線画像から、法面やコンクリート構
造物の変化（浮きや剥離）を把握

⑧速度
【事例数５件】例：CCTV画像を画像解析
して河川の流速・流量を把握

【事例数７件】例：画像や振動を解析し、橋梁のた
わみを計測し、変位量を把握

【事例数１件】例：生コンの流下速度を画像解析して、基準
を超えたスランプ値となっていないか判定

⑨濃度
【事例数１件】例：沿道の大気汚染濃度を
計測・図化

【事例数３件】例：トンネル内部の粉じん・メタン
ガス濃度を図化して、経時変化を確認

【事例数2件】例：アオコの発生状況（濃度差）による濃淡、
色彩の違いを判別して清掃範囲を明確化

注）母数：216事例(画像・映像情報を利活用した事例は、国土交通省の公表資料、学会誌、メーカHPなどから収集した先進的な活用事例。表中の事例数は重複あり）
代表的な事例は、ユースケース集として提言の付録に記載
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 「AI」「3次元モデル」「xR(AR/VR/MR)」技術の活用が多い

 対象としている物（部材等）は、コンクリート構造物、アスファルト、
土構造物、鋼構造物が多い

画像・映像情報の利活用技術の傾向と標準化に向けて
ＩＣＴを活用した画像・映像情報の利活用のあり方に関する提言(概要版)

※利用技術と部材等は、形状の場合も位置と同様の傾向
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技術名 技術概要 技術イメージ 調査結果
位
置
×
変
化
の
把
握

AI ニューロ視覚セ
ンサによる橋梁
のひび割れ検知
技術

コンクリート構
造物

通常のカメラで見えない微細な
損傷について、7Kカメラで撮影
しニューロ視覚センサを用いる
ことで、自動検知する技術。
本技術により、遠方から、橋脚、
桁下等のコンクリート建造物の
ひび割れを、検知可能となる。

■他分野展開の実績
メーカヒアリングの結果、道
路や空港分野への実績がある
ことを確認
⇒対象分野：橋梁+道路、空港

3
次
元
モ
デ
ル

3次元点群データ
を活用した道路
の変状検出

コンクリート構
造物

舗装や構造物の3次元点群データ
から基準面を作成し、3次元点群
データとの差分を段彩表示でき
る。
この機能により、舗装面のわだ
ち掘れやポットホール、コンク
リートの浮き・剥離損傷などの
早期発見が可能となる。

■他分野展開の可能性
製品パンフレットに「トンネ
ルの維持管理、壁面の点検作
業」「鉄道のメンテナンス業
務を効率化。近接構造物との
離隔を計測」「水中の構造物
についても船上からデータ取
得が可能」などの記載あり
⇒対象分野：道路+トンネル、
鉄道、河川（構造物）

他分野展開の調査結果の例

画像・映像情報の利活用技術の傾向と標準化に向けて
ＩＣＴを活用した画像・映像情報の利活用のあり方に関する提言(概要版)

 ある部材に適用されている技術は、他分野の同じ部材を使用している
事例に適用できる場合がある
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「撮影・可視化対象事項」と「活用目的」ごとの運用状況

画像・映像情報の利活用技術の傾向と標準化に向けて
ＩＣＴを活用した画像・映像情報の利活用のあり方に関する提言(概要版)

 画像・映像情報の利活用技術について実用化の観点から運用状況を調
査。事例数の多寡によらず、様々な事象を捉えた幅広い活用を確認
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• 利活用技術の適性や傾向を踏まえ、今後ユースケース
の多い技術は標準化の検討が望まれる。

• 利活用の普及や展開をユースケースの分野のみならず
他分野も含め考えることが重要

• 実用化の観点から見ると、ユースケースの多くない技
術でもかなり実用化されており、画像・映像情報の幅
広い利活用が進んでいることがわかる。今後の動向を
注視しておく必要

画像・映像情報の利活用技術の傾向と標準化に向けて
ＩＣＴを活用した画像・映像情報の利活用のあり方に関する提言(概要版)
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• 土木分野と建設プロセスの観点から分析すると、道路関
連分野（橋梁・トンネルを含む）の維持管理、分野共通
の施工、河川分野の災害において多く利用

土木分野と建設プロセスの観点から分析と要領・基準等への反映
ＩＣＴを活用した画像・映像情報の利活用のあり方に関する提言(概要版)

道路 橋梁 トンネル 河川 砂防 ダム 港湾 鉄道 その他 分野共通 計

調査・測量 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1
設計 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 2
施工 2 1 6 0 0 1 0 0 0 16 26

維持管理 21 18 11 2 1 0 2 2 6 3 66
災害 0 0 0 8 3 1 0 0 1 0 13
計 24 19 17 10 4 2 2 2 9 19 108

プロセス
分野

注）画像・映像情報を利活用した事例は、国土交通省の公表資料、学会誌、メーカHPなどから収集した事例（216事例）のうち、
Intelligenceとしての利活用事例（108/216事例）が分析対象。
事例のカウントの仕方：1事例につき1カウント。
その他は、プラント、発電所、地盤など
分野共通とは、出来形管理、人流把握等、特定の分野に属さない事例
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 道路関連分野の維持管理では、「位置」「形状」の「変化の把握」
 舗装、橋梁、トンネルの構造物の損傷を「AI」や「3次元点群
モデル」等で把握で多く利用

 分野共通の施工では、「位置」「形状」の「違いの判別」
 AR/VRを用いた配筋検査に利用

 河川分野の災害では、「位置」「速度」の「変化の把握」
 画像解析による河川の流速、流量の把握に利用

土木分野と建設プロセスの観点から分析と要領・基準等への反映
ＩＣＴを活用した画像・映像情報の利活用のあり方に関する提言(概要版)

プロセス 撮影・可視化対象事項 活用目的：変化の把握 計
①位置 9
②形状 11
③文字・記号・模様 0
④明るさ 0
⑤色 1
⑥音 0
⑦温度 1
⑧速度 0
⑨濃度 0

分野

舗装 22維持管理 道路

＜撮影・可視化対象事項×活用目的でさらに整理した例＞

（母数：13事例）

※事例のカウントの仕方：1事例につき複数カウント（複数の撮影・可視化対象事項をあわせ持つ事例があるため）

※
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• 利活用の局面と技術が明確なものは、標準化を行い、要
領や基準等の作成、既存のものへの反映が重要

• 今後、現場での利活用実績を積み重ね、検証を行って要
領や基準等に作成・反映するといった過程を経ることが
重要

• ICTを活用した画像・映像情報の利活用技術は、実用化
されているものが多く、ユースケースも多いものがある

• 特に実績の多い技術は、実績の検証を通じて標準化を行
い、要領や基準等の作成・反映に繋げて、効率的かつ効
果的な仕事の仕方へと変革することが望まれる

土木分野と建設プロセスの観点から分析と要領・基準等への反映
ＩＣＴを活用した画像・映像情報の利活用のあり方に関する提言(概要版)
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